ファウスト雑感(1~4) by 漆谷 克秀
ファウスト雑感 I 〜 IV



































































































































































































EUPHORION.  Doch ! ─ und ein Flügelpaar
  Faltet sich los !


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































MARGARETE.  Du bist’s !  O sag’ es noch einmal !
  　　 Ihn fassend.
  Er ist’s !  Er ist’s !  Wohin ist alle Qual ?
  Wohin die Angst des Kerkers ? der Ketten ?






























































  Gib deine Hand !  Es ist kein Traum !
  Deine liebe Hand !  ─ Ach aber sie ist feucht !
  Wische sie ab !  Wie mich deucht,
  Ist Blut dran.













































































IV. ペストNotizen über “Faust”4 ─ Pest ─
４．ペスト
現在、「チャイニーズウィルス」ともいわれている「新型コロナウィルス」（COVID-19）
による新たな感染症に世界は蹂躙され、世界的大流行、パンデミックが起こっている。現在
（９月19日）、世界の累計患者数 30，369，778 人で、死亡者数は 948，795 人となっている。
（hazarad.yahoo. co.  jp による）死亡者も今月中に100万人をこえるのではなかろうか。今の
流行は、第二波ともいわれている。この二ヶ月ほど、増加しているとも思えないが、高止ま
りで、感染者数からいって、第一波以上の猛威を振るっているように思える。これが落ち着
いても、また第三波が来るらしい。
このウィルスに感染しても無症状で、そのまま通常の生活を営むことも多いらしい。その
方々が、知らないままに他の人々に感染させるということが、各地でクラスターを発生させ
ている。それらの大部分は、感染経路も判らず、感染者の急激な増加を引き起こしている。
そうであれば、感染していないと確信しているわたしであっても、判らないということにな
りそうだ。
また、検査してみて、「偽陰性」（感染しているのに症状が出ていない）とか、「偽陽性」（感
染していないのに症状が出ている。別の要因なのか？）とか、検査のたびに「陽性」の人が
「陰性」になり、また「陽性」になるとか。なんとも厄介なウィルスだ。このウィルス自体も、
自己の生存のために変異を重ねているらしい。感染した母体が死亡してしまうと、ウィルス
自体の生存も危うくなるのであろう。できることなら根絶してほしいのだが、折り合いをつ
け、ともに生存していく道を探求しなければならないようだ。
今のところ、このウィルスに効く薬もワクチンをない。世界中で開発途中で、いろいろな
情報が出てきては消えていく。この競争には、なにかお金の臭いがプンプンしてくる。世界
中の貧しい人々に無償で提供してくれるような医薬品メーカー、医学者に開発、製品化して
もらいたい。緒方洪庵のような医者が、世界中で輩出されることを願っている。感染症は、
一部の人だけ治癒できたとしても意味がない。また、感染していなくとも、その脅威にさら
され続けることになる。個人の問題というわけではなく、公共の問題ということになろう。
また、人間の命が、金によって、救われるか、見捨てられるかが決まるのではやりきれない。。
第一波の只中にあった頃、アルベール・カミュの『ペスト』（新潮文庫）がよく売れたそ
うである。50年以上昔のことになるが、大学生のときに読んだ。大学院生のころに、新潮社
から全集が出版されて、それを購入していた。今回それで『ペスト』を読んでみた。50年前
にも思ったことなのだが、語り手である医者は、またその関係者たちは、このペスト感染に
対して、なにか有効なことでもできたのか、ということである。このペスト感染は、自然の
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摂理のように思えてならない。だが、人間は、それに対して何もしないわけにはいかないよ
うだ。
ごく普通の日常の生活が営まれているアルジェリアの一つの港町に、突如、ネズミの大群
が見受けられるようになる。それが繰り返して起こるようになり、範囲も拡がっていく。そ
して感染者が出る。感染が広がり、死者が出る。町はロックダウンされて、ペストが猖獗を
極めるなか、右往左往する人間の姿や街の様子が描かれていく。どれぐらい経った頃にだろ
うか、多くの死者と被害を出しながらも、ペストは収束に向かっていく。このペスト感染そ
のものは、静かに始まり、静かに収まっていく。
元気な司祭が、ミサの時、信者を前にして、これは「神が与えられた試練だ」と説く。強
い信仰心をもってこの試練に耐えていくことを訴える。しかし、時間の経過とともに司祭は
元気をなくしていくのである。カミュは確か、「無神論者」であったと思う。「神の試練」と
は？　「生死」を問う人間の根源に襲い掛かる苦痛、苦難が、それだとするのなら、どうし
てこれほどまでに、神は人間を幾重にも試そうとなさるのであろうか？　ツェランは、信仰
する人間があればこそ神は存在するのであり、人間に対して祈れ、と神に命じる。これはも
う、絶望を体験した人間の叫びであり、言葉が言葉でなくなる臨界を示すものであろう。こ
の司祭も神への言葉を失っていくのだ。
日本にも、市中に疫病が蔓延し、路上に黒ずんだ死体や病人が横たわる絵巻物などがある。
疫病の発生を、現世に恨みを抱きながら死んでいった者の霊の祟りだとする御霊信仰が全国
にある。社寺を造営し、その怨霊をしずめる儀式、あるいは、加持祈禱によってそれを祓う
儀式、などが現在でも行われている。古い古い時代のことだが、疫病に感染した地域や村落
を封鎖し、焼き払って消滅させたという記録もあるらしい。医療技術の発達した現代であれ
ばこそ、少しは方策もありそうだが、ただ収束を願って、神仏にすがるしかない時代もあっ
たのだ。現代でも、三密を避けるとか、マスクをする、手を洗う、うがいをする、清潔を保
つことで、感染を防ぐしかない。そうして、ただ静かに収束を待つ、ということのようだ。
ファウストはどうかというと、いろいろな肩書があるが、医療従事者でもある。若いころ
にペストが猛威をふるい、父親とともにその治療にあたっていた。
ファウストは、あらゆる学問を研究したが、なにも知ることはできないと嘆く。そして、
魔法の書を開いて地霊を呼び出すのだが、その姿に恐れをなしたファウストを地霊は蔑み、
姿を消す。知識にも魔法にも失望したファウストは、人間としてもはや、自己の意思を遂げ
ることが不可能と悟り、毒杯をあおろうとする。その瞬間に教会の鐘が復活祭を告げる。鐘
の深い響きとともに天使の清らかな歌声が、信仰心のないファウストにも、新しい世界の到
来を告げ、若い生命の蘇りを感じさせるのである。
復活祭の午後、助手のヴァグナー（Wagner）を伴って「門の前」（VOR DEM TOR）に
散歩に出る。老若男女、歌ったり踊ったり、飲んだり食ったり、賑わいをみせている。農夫
たちが菩提樹の下で、踊り歌っているところに来たファウストに老農夫が声をかける。
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ALTER BAUER.   Herr Doktor, das ist schön von Euch,
  Daß Ihr uns heute nicht verschmäht
  Und unter dieses Volksgedräng’,
  Als ein so Hochgelahrter, geht.
  So nehmet auch den schönsten Krug,
  Den wir mit frischem Trunk gefüllt,
  Ich bring’ ihn zu und wünsche laut,
  Daß er nicht nur den Drust Euch stillt：
  Die Zahl der Tropfen, die er hegt,
  Sei Euren Tagen zugelegt.　　　　　　　　（981-90, S. 37）
老農夫．  先生さま、まことにありがたいことでございます、
  あなた様が今日、わたしたちをさげすむこともなく、
  このような人のごったがやしているところに、
  博識の先生さまとして、よくお出ましくださいました。
  さぁ、いちばん良いジョッキをお取りください、
  開けたての酒で満たしてございます。
  わたくしめが一献差し上げ、ご健康を願います、
  この酒がただあなた様の渇きを癒すだけでなく、
  この酒が含みます滴の数ほどに、
  ご長寿なさいますように。
それを受けてファウストは、祝福と感謝をもって乾杯するのである。人々はファウストの
周りに来て、取り囲む。そして、この老農夫は、かってペストが蔓延した頃のことを回想す
るのである。
ALTER BAUER.   Fürwahr, es ist sehr wohl getan,
  Daß Ihr am frohen Tag erscheint；
  Habt Ihr es vormals doch mit uns
  An bösen Tagen gut gemeint !
  Gar mancher steht lebendig hier,
  Den Euer Vater noch zuletzt
  Der heißen Fieberwut entriß,
  Als er der Seuche Ziel gesetzt.
  Auch damals Ihr, ein junger Mann,
  Ihr gingt in jedes Krankenhaus；
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  Gar manche Leiche trug man fort,
  Ihr aber kamt gesund heraus；
  Bestandet manche harte Proben；
  Dem Helfer half der Helfer droben.　　　　（993-1006, S. 37-8）
老農夫．  まこと、うれしゅうございます、
  この喜ばしき日に、あなた様が姿をお見せくださいまして。
  あなた様は以前、疫病がはやった日々に
  わたしたちに善くしてくださいました。
  あなた様のお父さまが、ついには、
  この疫病を終わらせられましたとき、
  燃えるような怒り狂う熱から救い出してくれました
  多くの者たちがここに達者にしております。
  当時お若かかったあなた様も、
  ひとり一人の患者の家を回っておられました。
  本当に多くの死骸が運び出されました。
  しかしあなた様は、何もなく出てこられました。
  あなた様は多くの厳しい試練も乗り切られた。
  人助けする方に、天上の人助けする方が、手を差し伸べられた。
若いファウストは、感染する危険も顧みず、患者たちの家や施設を巡り、治療に従事して
いたのである。治療を受けて回復するよりも、死体になって運び出されることのほうが多かっ
た。そして、感染することもなく、元気なままで出てくるファウスト。そこに、若いファウ
ストは、何らかのわだかまりを抱いていたのかもしれない。その治療法とはどのようなもの
であったのか？
取り囲んでいる人々からも、感謝の言葉が唱和される。それに応えるファウストだが、こ
の人々と共に踊ることはできない。尊敬され、賛美されたとしても、それが自分をさいなむ
世辞として聞こえてくる。ファウストに一抹の淋しささえも感じさせる。日常の幸せな生活
を営むこの人々と喜びを共にすることを、願いながらも、できないでいるのだ。通りすがり
の人々からも敬意や謝意の挨拶を受けるファウストを、助手のワグナーは羨ましく思ってい
る。そのようなワグナーにファウストは、自分の生い立ちのこと、ペストのことなどを話す。
長くなるのだが、引用する。そこに、錬金術などの様相がみえてくるであろう。
FAUST.  Nur wenig Schritte noch hinauf zu jenem Stein,
  Hier wollen wir von unserer Wandrunge rasten.
  Hier saß ich oft gedankenvoll allein
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  Und quälte mich mit Beten und mit Fasten.
  An Hoffnung reich, im Glauben fest,
  Mit Tränen, Seufzen, Händeringen
  Dacht’ ich das Ende jener Pest
  Vom Herrn des Himmels zu erzwingen.
  Der Menge Beifall tönt mir nun wie Hohn.
  O könntest du in meinem Innern lesen,
  Wie wenig Vater und Sohn
  Solch eines Ruhmes wert gewesen !
  Mein Vater war ein dunkler Ehrenmann,
  Der über die Natur und ihre heil’gen Kreise
  In Redlichkeit, jedoch auf seine Weise,
  Mit grillenhafter Mühe sann；
  Der, in Gesellschaft von Adepten,
  Sich in die schwarze Küche schloß
  Und, nach unendlichen Rezepten,
  Das Widrige zusammengoß.
  Da ward ein roter Leu, ein kühner Freier,
  Im lauen Bad der Lilie vermählt,
  Und beide dann mit offnem Flammenfeuer
  Aus einem Brautgemach ins andere gequält.
  Erschien darauf mit bunten Farben
  Die junge Königin im Glas,
  Hier war die Arzenei, die Patienten starben,
  Und niemand fragte： wer genas ?
  So haben wir mit höllischen Latwergen
  In diesen Tälern, diesen Bergen
  Weit schlimmer als die Pest getobt.
  Ich habe selbst den Gift an Tausende gegeben,
  Sie welkten hin, ich muß erleben,
  Daß man die frechen Mörder lobt.　　　　　 　　（1011-55, S.38-9）
ファウスト．  もう数歩、あの石のところに上っていきましょうか、
  ここで、散歩も一息入れましょう。
  ここでわしは、いつも一人で、あれこれ思いながら坐っていたよ。
  祈りをし、断食もして、わが身を責めたてていた。
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  希望にあふれ、信仰も固く。
  涙を流し、ため息をつき、悲嘆に手をよじりながら、
  わしは、あのペストが終わることを
  天にいます主から無理にでも得たいと考えた。
  多くの人々の喝采が、わしにはあざけりのように聞こえてくる。
  おぉ、君にはわしの心の内を読めないだろう、
  父も息子のわたしも、
  そんな称賛に値する人間ではない！
  わしの父親は、怪しげのこともしたが誠実な男だった。
  自然とその神聖な領域について、
  実直に、でも自分のやり方で、
  気まぐれにいろいろ考えこんで、無駄なことをしていた。
  父親は、錬金術師たちの仲間に入っていて、
  黒い厨にとじこもり、
  そして、限りなくある処方箋を見て、
  反対のものをかけ合わせていた。
  すると、厚かましく結婚を求める赤い獅子が、
  なまぬるい湯の中で百合とめあわせられ、
  双方はそれから、むき出しの炎をかざして、
  閨房から閨房へと迫っていった。
  そのあと、とりどりの色は放ちながら
  グラスの中に若い女王が現れた、
  これは薬物だった、患者たちは死んでいった。
  そして、誰も、治った者は？　と問う者もいない。
  それでわしたちは地獄の舐薬をもって
  谷あいの村々や山の村々に
  ペスト以上にすさまじい害を及ぼしてしまった。
  わし自身もその毒を数千人の人に処方した。
  その人たちは次第に生気を失い死んでいった、それなのにわしは
  この恥知らずの殺人者が褒められることを、身をもって知らしめられている。
老農夫やそのほかの人々から感謝や賞賛の言葉を受けても、ファウストには「あざけり」
の言葉に聞こえる。この老農夫とファウストは、同一の過去の事象について述べているはず
である。二人の言葉に関連し、対応しているところを見ていこう。細菌とかウィルスとか原
因も分らず、抗する術もなく、悪性の疫病に対峙していた当時の医療事情（？）が少しは見
えてくるかもしれない。
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老農夫は、ファウストの父親が疫病を終わらせたという。それは、父親が作り出した「若
い女王」という薬剤のおかげだとおもっているようだ。しかしファウストは、それを使うと
患者たちは死んでいき、もっと悲惨な状況になったという。快癒した者のことなど尋ねられ
ることもなく、死んでいくことが常態であった。ファウストは、その薬を「毒」（Gift）と
いう。地域の村落を巡って「数千人」（Tausende）という多くの感染者にこの薬を処方し、
そして、殺してしまった。悔悟の念を今も胸の内に認め、自己を「殺人者」だという。
14世紀から15世紀にかけてアジア、ヨーロッパを席巻したペスト（黒死病）の史上最大の
パンデミックでは、ドイツの人口が三分の一に減少したともいわれている。ファウストが生
存していたといわれる時代はその100年以上後にはなるが、その時代にも疫病が流行った時
期もあったであろう、あるいは、この史上最大のパンデミックも考えて書かれているのかも
しれない。また、大航海時代が到来し、新大陸も発見されて、積極的な海外進出の時代でも
あった。抗体を持ったヨーロッパの野蛮人が新大陸に感染病をまき散らした時代でもある。
感染症は、大きな文明さえも消滅させた。ヨーロッパでは、人口の減少で、食糧事情に余裕
ができ、新世界や大航海などで新しい産物を得たりして、農業方式の変革や食事様式の変容
をもたらした、と「食事」に関する本で読んだことがある。中世から近世・近代へと移り変
わっていく節目でもあり、ルネサンスや宗教改革を準備することにつながっていく時代でも
あった。。
ファウストは、感染者に「毒」を処方したという。わたしも、抗癌剤を二年間飲んだ。お
そらく最も弱い抗癌剤であろうが、説明書を読んでみると、ほとんどの臓器に副作用を及ぼ
す。癌細胞を死滅させる効用があっても、正常な細胞をも死滅させるということだ。ハブの
毒も抗癌剤になる可能性もあるらしい。治癒される患者の体力や免疫力などに相違はあろう
が、薬になるか、毒になるかはその使い方による。薬とはそのようなものらしい。現在のよ
うに、臨床治験で安全性を確保するというようなことも、当時はなっかたであろう。まこと
毒物らしい名称の「若い女王」という薬で、若いファウストは多くの人々を死へと追いやっ
たのであろうが、それによって助かった人々もいたと考えられる。老農夫は、ファウストの
父親のことを挙げて、治癒されて元気になった連中がここにいる、ことを告げている。若い
ファウストも、偶然かもしれないが、幾人かの人々を救っているかもしれない。現在では、
簡単に「ロックダウン」などという言葉が口に出されるが、村落がロックダウンされるとい
うことは、当時なら、なにを意味していたであろう。凄まじいただならぬ様相を呈していた
であろうことが、すぐに思い浮かべられる。ことの善悪を考えなければ、感染者が死んでい
くことは、それだけ感染源が減少することにもつながる。ただ埋葬するだけが対処法であっ
た時代に、多くの感染者が死ぬことが、収束に向かうように考えられたこともあったのでは
ないだろうか。「希望にあふれ信仰も厚い」医療従事者の若いファウストは、ペスト感染の
惨状を目の当たりにして、自分を責め、天上の主による救出を願うばかりであった。若い
ファウストのできることは、祈ること、断食をすること、涙を流すこと、ため息をつくこと、
無力感に苛まれている姿が見えてくる。なにも出来ないと覚えながら、なにかをしなければ
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ならないという空回りの気持ちだけがあった。
現在のコロナウィルスの場合はどうなのであろう。まだワクチンも血清も、予防薬も治療
薬もできていない。今までの感染症に効用をみせた薬剤はすべて、世界中で試されたようだ。
だが、不確定な情報ばかりで、すぐに消えていく。確立した治療法もなく、感染者と向かい
合い続けなければならない医療関係者の大変なご苦労をわたしたちは分かっていない。医療
技術も発達し、社会制度も整い、社会環境が大きく改善された現代にあっても、若いファウ
ストのように、治療に励みながら、自然の治癒力での回復をただ祈るしかないようなことも
あるだろう。わたしたちもただ、イラつくこともなくおおらかに、感染予防に努めるしかな
い。それが収束に向かわせる最大の手当てなのだ。アマビエのお守りを肌身離さず、万の神々
に祈り、特に、薬師如来さまのご加護をたまわられるように暮らしていく、それがわたした
ちにできることだ。新聞（沖縄タイムス、９月17日付）によると、世界中で、コロナウィル
スによって多くの看護師がなくなられた、と報道されている。疲労困憊であっても、さらに
夜を徹して治療看護にあたられることもあろう。唯々、関係者の健康を祈るばかりだ。
薬剤「若い女王」を造ったファウストの父親は錬金術師であった。ファウストは、父親の
ことを「怪しげなこともしたが、誠実な男」（ein dunkler Ehrenmann）と言っている。「黒
い厨」（die schwarze Küche）は錬金術師の実験室を示す常套語である。そこで、様々な物
質を、特に、逆の反応を起こす化学物質と掛け合わせる。このような化学合成のやり方は、
現代でも変っていないであろう。ここでは「赤い獅子」（ein roter Leu）と「百合」（Lilie）
という物質を掛け合わせている。どのような化学物質であるのかは分からない。原書の注に
も明記されていない。手塚富雄氏は、訳注で、「おそらく」ではあるが、酸化水銀（赤色）
と塩酸（白色）としている。また、「閨房」（Brautgemach）はレトルトであり、化学実験装
置である。それも幾つかあり、管で繋がれているようだ。16世紀から17世紀の錬金術では、
標章や紋章のようなものも混じり合った寓意画（Emblematik）でもって化学物質や合成過
程などが表現されていた。ゲーテはそれをここで用いている。現代でも、このような寓意画
のカードを用いて、怪しげな占いをする連中もいるようだ。この個所は、第二部の第二幕「実
験室」（Laboratorium）の、偉い先生になったワグナーが人造人間ホムンクルス（Homunculus）
を製造する場につながっていく。
この場では、弟子のワグナーは、ファウストが先人の技術を受け継ぎ、さらに高めていっ
たことを称賛する。ファウストは、「まさに必要とすることは分からず、分かっていること
は必要としない」（Was man nicht weiß, das eben brauchte man, / Und was man weiß, 
kann man nicht brauchen）（1066-7, S. 39）という。本当に必要とすることは分からないの
である。結局のところ、自然の摂理に対して人間は無力であることを認めていることになろ
う。今回のコロナウィルスの場合も、既知のことは役に立たず、未知の領域に入り必要なこ
とを知ろうとしている。たとえ、ワクチンや血清が造られたとしても、そこからも新たな問
題が起こってくるであろう。このあとの老いたファウストの台詞は美しい。夕焼けを目の前
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にして、自然の原動を知るべく「精神の翼」（des Geistes Flügeln）が羽ばたくのだが、「体
の翼」körperlicher Flügel）がそれに伴うことはない、という。しかし、老いてもなお、気
持ちだけは高ぶっていくようだ。そういうとき、陥穽にはまることがある。今回も、収束に
向けて早急な対策を講ずる必要があることは理解できる。しかし、ワクチン開発競争の高ぶ
りのなかで、現実はいかばかりであろうか。「若い女王」と同様、薬害などの将来に禍根が
残るようなことにならないように願っている。  （2020．9．20）
